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　11月14日㈹～16日（日）の3日間、東京ドームを会場に

「HOT　WAVE　NIIGATA’97　ニューにいがたの祭典」

が開催されました。この祭典は新潟の豊かな自然、多

彩な文化など、新潟の総合的な魅力を首都圏にアピー

ルしようと、1毎年「新潟県」が主催しているものです。

　市からも物産や「繭の会」によるきものショー、十

日町大太鼓、ミス十日町雪まつりの山川美香さんが参

加し、延べ31万1，200人の入場者に十日町を熱くP　Rし

てきました。
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ご紹介します

　
市
で
は
、
家
庭
で
お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
、

お
年
寄
り
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
種
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
1
回
の
「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
総
合
登
録
」
が
必
要
で
す
。
さ
っ
そ
く

総
合
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

相
談
窓
口
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
”
申
請
書
を
健
康
福
祉
課
・
高
齢

福
祉
係
（
盈
57
1
3
1
1
1
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

健
康
福
祉
課
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
三
好
園
（
下
条
中
央
通
り
a
5
6

1
2
1
3
4
）
ま
た
は
、
つ
ま
り
の
里
（
幸
町
盈
5
8
1
2
0
5
0
）

に
あ
り
ま
す
。

議懸

　麟　肇

魏難
　
　
畑
灘

　難

鱒

　
　
鱗

　
　
纈

　
　
灘

　
　
黛

灘
騨

繁
灘

．
灘難

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
直
接
お
宅
を

訪
問
し
て
、
食
事
・
排
泄
・
入
浴
な

ど
の
介
護
、
調
理
・
洗
濯
な
ど
の
家

事
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
介
護
に

つ
い
て
の
相
談
・
助
言
な
ど
を
行
っ

た
り
し
ま
す
。

▼
利
用
料
H
1
時
問
　
無
料
か
ら
9

3
0
円
の
6
段
階
（
生
計
中
心
者
の

所
得
税
額
に
応
じ
て
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
）

　
お
年
寄
り
同
士
の
交
流
や
、
入
浴
・

食
事
な
ど
を
し
な
が
ら
日
中
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
す
。
お
宅
か
ら
バ
ス
で

送
迎
し
ま
す
。

〈
三
好
園
〉

　
寝
た
き
り
の
人
、
痴
呆
の
人
が
対

象
で
す
。

〈
つ
ま
り
の
里
〉

　
寝
た
き
り
の
人
、
痴
呆
の
人
が
対

象
で
す
。

▼
利
用
料
“
1
日
　
1
、
1
0
0
円

〈
フ
ァ
ミ
ー
ル
川
西
〉

　
寝
た
き
り
の
人
、
痴
呆
の
人
が
対

象
で
す
。

▼
利
用
料
目
1
日
　
1
、
0
5
0
円

※
三
好
園
、
つ
ま
り
の
里
、
フ
ァ
ミ

ー
ル
川
西
は
、
利
用
者
の
居
住
区
域

に
よ
り
利
用
施
設
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

〈
平
成
園
〉

　
一
人
で
用
が
足
り
る
虚
弱
の
人
が

対
象
で
す
。

▼
利
用
料
H
1
日
　
5
0
0
円

〈
デ
イ
ホ
ー
ム
や
ま
ぴ
こ
〉

　
一
人
で
用
が
足
り
る
人
、
軽
い
痴

呆
性
の
人
が
対
象
で
す
。

▼
利
用
料
目
1
日
　
4
0
0
円

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　
介
護
す
る
人
が
病
気
・
事
故
・
冠

婚
葬
祭
・
旅
行
・
休
養
な
ど
で
、
一

時
的
に
家
庭
内
で
の
介
護
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
に
、
老
人
ホ
ー
ム
が

介
護
者
に
代
わ
っ
て
お
世
話
を
し
ま

す
。　

期
問
は
、
1
回
あ
た
り
7
日
以
内

で
す
（
た
だ
し
、
や
む
を
え
な
い
場

合
は
延
長
可
）
。

〈
三
好
園
〉

　
寝
た
き
り
の
人
、
痴
呆
性
の
人
が

対
象
で
す
。

▼
利
用
料
H
l
日
　
2
、
1
9
0
円

〈
妻
有
荘
〉

　
一
人
で
用
が
足
り
る
虚
弱
の
人
が

対
象
で
す
。

▼
利
用
料
H
l
日
　
1
、
6
9
0
円

訪
間
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
寝
た
き
り
の
人
を
対
象
に
、
移
動

入
浴
車
が
お
宅
を
訪
問
し
、
入
浴
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▼
利
用
料
ロ
ー
回
　
7
0
0
円

訪
間
給
食
サ
ー
ビ
ス

　
一
人
暮
ら
し
の
虚
弱
な
人
を
対
象

に
、
昼
食
を
お
宅
ま
で
お
届
け
し
ま

2



す
。▼

利
用
料
H
l
食

　
曜
日
～
金
曜
日
）

4
0
0
円
（
月

日
常
生
活
用
具
の
給
付
等

　
寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
の
人
を

対
象
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
用
具

を
給
付
ま
た
は
貸
与
し
ま
す
。

▼
対
象
用
具
H
特
殊
寝
台
、
マ
ッ
ト

　
レ
ス
、
．
エ
ア
パ
ッ
ド
、
車
椅
子
、

　
緊
急
通
報
装
置
、
俳
徊
感
知
器
、

　
自
動
消
火
器
、
火
災
報
知
器
な
ど

▼
利
用
料
H
無
料
か
ら
全
額
負
担
ま

　
で
の
6
段
階
（
生
計
中
心
者
の
所

　
得
税
額
に
応
じ
て
）

お
む
つ
の
給
付
等

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
で
お
む
つ
を
必

要
と
す
る
人
を
対
象
に
、
紙
お
む
つ
、

ま
た
は
布
お
む
つ
の
給
付
・
貸
与
券

を
発
行
し
ま
す
。

▼
給
付
・
貸
与
券

①
市
民
税
非
課
税
、
均
等
割
の
み
の

　
世
帯
目
月
額
8
、
0
0
0
円
以
内

②
市
民
税
所
得
割
課
税
世
帯
日
月
額

　
4
、
0
0
0
円
以
内

寝
た
き
り
老
人
等

　
　
　
介
護
手
当
の
支
給

　
6
か
月
以
上
の
寝
た
き
り
の
人
や

痴
呆
の
人
を
、
家
庭
で
介
護
し
て
い

る
人
に
対
し
て
、
介
護
手
当
を
支
給

し
ま
す
（
た
だ
し
、
入
院
や
施
設
入

所
の
期
間
は
除
き
ま
す
）
。

▼
支
給
額
判
月
額
　
5
、
0
0
0
円

高
齢
者
・
障
害
者
向
け

　
住
宅
改
造
資
金
補
助

　
お
年
寄
り
や
障
害
者
向
け
に
居
室
、

浴
室
、
ト
イ
レ
、
台
所
、
階
段
（
階

段
昇
降
機
）
な
ど
を
設
置
・
改
造
す

る
場
合
、
資
金
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。▼

補
助
率
・
補
助
金

①
生
活
保
護
世
帯
け
1
0
0
％
（
限

　
度
額
は
1
0
0
万
円
）

②
所
得
税
非
課
税
世
帯
目
7
5
％
（
限

　
度
額
7
5
万
円
）

③
所
得
税
課
税
世
帯
H
5
0
％
（
限
度

　
額
5
0
万
円
）

　
　
　
私
は
夫
と
二
人
暮
ら
し
で
す
。

Ω
夫
は
長
期
入
院
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
病
状
が
安
定
し
た
と
い
う
こ

と
で
近
々
退
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
退
院
後
は
在
宅
で
世
話
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
夫
は
全
く

の
寝
た
き
り
状
態
で
す
。
私
も
高
齢

の
た
め
、
介
護
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
（
72
歳
・
妻
）

　
　
　
退
院
前
（
で
き
れ
ば
半
月
く

A
ら
い
前
）
に
・
健
籍
祉
課
●

高
齢
福
祉
係
ま
た
は
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

退
院
ま
で
に
、
ご
主
人
に
合
っ
た
在

宅
サ
ー
ビ
ス
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
①
本
人
の
歩
行
、
食

事
、
ト
イ
レ
な
ど
が
ど
れ
く
ら
い
で

き
る
か
②
家
族
の
介
護
力
が
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
③
在
宅
の
環
境
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
お

手
伝
い
が
で
き
る
か
検
討
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
基
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
、
特
殊
ベ
ッ
ド
の
給
付
、
入

浴
の
方
法
、
住
宅
の
改
造
な
ど
の
紹

介
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
が

旅
行
な
ど
を
す
る
と
き
、
一
時
的
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
2
週
問
程
度
）

の
利
用
も
可
能
で
す
。

　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
来

　
　
　
私
は
5
年
前
に
夫
と
死
別

Ω
し
・
年
金
生
活
を
送
る
天
暮

ら
し
老
人
で
す
。
子
供
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
て
い
ま
す
。
今
は
体
も

健
康
で
一
通
り
の
こ
と
は
自
分
で
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
先
の
こ
と
を
考

え
る
と
施
設
に
入
所
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
の
世
話
に
な
る
こ
と
は
、

こ
の
先
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
良
い
施

設
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
歳
・
女
性
）

　
　
　
今
入
所
を
希
望
す
る
の
で
あ

A
れ
ば
』
度
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
将
来
へ
の
不
安
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
点
で

在
宅
で
や
っ
て
い
け
れ
ば
で
き
る
だ

け
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
一
人
暮
ら

し
が
無
理
の
場
合
は
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
や
他
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
来
　
　
　
　
　
　
来
　
　
　
　
　
　
来

　
　
　
先
日
テ
レ
ビ
で
岐
阜
県
の
あ

Ω
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
の
で

す
が
、
痴
呆
老
人
の
デ
イ
ホ
ー
ム
を

紹
介
す
る
番
組
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
す
る
人
た
ち
が
一
生
懸
命
に
活

動
す
る
姿
が
紹
介
さ
れ
、
・
感
激
し
ま

し
た
。

　
十
日
町
市
に
は
、
そ
う
い
う
施
設

が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
お
手
伝
い
す
る
施
設
が
あ
り

ま
す
か
。
　
　
　
　
（
4
5
歳
・
主
婦
）

　
　
　
十
日
町
市
に
は
J
A
十
日
町

A
市
が
運
営
し
て
い
る
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
イ
ホ
ー
ム
「
や
ま
び
こ
」

と
い
う
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
施

設
は
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
方

や
軽
い
痴
呆
の
方
な
ど
が
語
ら
い
の

場
と
し
て
利
用
す
る
施
設
で
す
。
申

し
込
み
は
健
康
福
祉
課
へ
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は

「
養
護
」
、
「
特
養
」
施
設
な
ど
、
ど

こ
の
施
設
で
も
大
歓
迎
で
す
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
受
け
付
け
は

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
役

所
内
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
来
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
来

　
　
　
私
は
7
5
歳
の
痴
呆
の
母
親
と

Q
二
人
暮
ら
し
の
世
帯
釜
精

神
科
医
の
紹
介
で
老
人
保
健
施
設
に

入
所
さ
せ
て
も
ら
い
、
2
か
月
が
経

過
し
ま
し
た
。
施
設
か
ら
は
6
か
月

を
経
過
し
た
ら
、
退
所
す
る
よ
う
に

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
の
関
係
で

4
か
月
後
に
退
所
に
な
っ
て
も
、
自

宅
で
の
介
護
は
で
き
ま
せ
ん
。
何
と

か
退
所
後
に
入
所
で
き
る
施
設
か
、

介
護
を
受
け
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
　
　
　
　
　
（
5
0
歳
・
男
性
）

　
　
　
痴
呆
の
程
度
が
自
宅
で
日
中

A
天
で
過
ご
せ
る
場
合
は
・
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
毎
日
3
回
ま
で
の

派
遣
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
ホ
ー

ム
利
用
、
訪
問
看
護
、
老
人
保
健
施

設
の
デ
イ
ケ
ア
利
用
な
ど
、
在
宅
支

援
が
で
き
ま
す
。
日
中
一
人
で
過
ご

せ
な
い
場
合
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
組
み
入
れ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
申

請
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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◆身体障害者手帳

　目・耳・手足・内臓などに、身

体障害福祉法に定められている程

度の障害（1級～6級）がある人

に対して発行される手帳です。

◆療育手帳

　児童相談所または精神薄弱者更

生相談所で、「精神の発達に一定以

上（重度の障害＝A、中軽度の障

害＝B）の障害がある」と判定さ

れた人に発行される手帳です。

4

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
は
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
手
当
・
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育

手
帳
が
発
行
さ
れ
、
手
帳
の
等
級
（
障
害
の
程
度
）
に
応
じ
た
各
種

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
”
健
康
福
祉
課
・
障
害
援
護
係
（
盈
57
1
3
1
1
1
）

へ
。

手
当
・
年
金

　
　
　
（
平
成
9
年
4
月
現
在
）

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
2
0
歳
未
満
の
心
身
障
害
児
を
介
護

し
て
い
る
人
に
支
給

　
1
級
　
月
額
　
　
5
0
、
3
5
0
円

　
2
級
　
月
額
　
　
3
3
、
5
3
0
円

■
重
度
心
身
障
害
児
・
者
介
護
手
当

　
6
5
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害
児
・

者
を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人
に
支

給　
月
額
　
　
　
　
　
　
5
、
0
0
0
円

■
特
別
障
害
者
手
当

　
2
0
歳
以
上
の
在
宅
最
重
度
障
害
者

に
支
給

　
月
額
　
　
　
　
　
2
6
、
2
3
0
円

■
障
害
児
福
祉
手
当

　
2
0
歳
未
満
の
在
宅
重
度
障
害
児
に

支
給

　
月
額
　
　
　
　
　
1
4
、
2
7
0
円

■
障
害
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
加
入
の
2
0
歳
以
上
の
障

害
者
に
支
給
（
手
続
き
は
市
民
生
活

課
・
国
民
年
金
係
）

　
1
級
　
年
額
9
8
1
、
9
0
0
円

　
2
級
　
年
額
7
8
5
、
5
0
0
円

日
常
生
活
の
サ
ー
ビ
ス

■
補
装
具
の
交
付
・
修
理

　
歩
行
用
の
杖
、
車
椅
子
、
補
聴
器

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
応
じ
た

補
装
具
の
交
付
、
ま
た
修
理
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
常
生
活
用
具
の
給
付

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
の
人
に
対
し

て
、
日
常
生
活
用
具
（
特
殊
寝
台
、

入
浴
補
助
用
具
な
ど
）
を
給
付
し
ま

す
。■

自
動
車
操
作
訓
練
・

　
　
　
　
　
自
動
車
改
造
費
の
助
成

　
1
0
万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

　
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な

重
度
障
害
者
世
帯
に
派
遣
し
ま
す
。

医
療
面
の
サ
ー
ビ
ス

■
更
生
医
療

　
身
体
障
害
者
の
障
害
の
除
去
や
、

軽
減
に
必
要
な
医
療
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

■
育
成
医
療
・
療
育
医
療

　
1
8
歳
未
満
の
児
童
を
対
象
と
す
る

医
療
制
度
で
す
（
申
請
手
続
き
は
十

日
町
保
健
所
）
。

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
障
）

　
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
・
3
級

の
人
、
療
育
手
帳
A
の
人
に
対
し
て
、

医
療
費
の
一
部
及
び
薬
剤
一
部
負
担

金
（
た
だ
し
、
6
5
歳
以
上
の
人
の
場

合
は
薬
剤
一
部
負
担
金
の
み
）
を
助

成
し
ま
す
。

各
種
税
金
の
減
免

■
所
得
税
（
税
務
署
）
、
住
民
税
（
市

税
務
課
）
に
つ
い
て
、
障
害
者
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
（
財

務
事
務
所
）
、
軽
自
動
車
税
（
市
税
務

課
）
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
が
専
ら

利
用
（
生
業
、
通
院
等
）
す
る
場
合

に
減
免
さ
れ
ま
す
。

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

　
身
体
障
害
者
に
対
し
て
、
生
業
や

住
宅
改
造
な
ど
に
必
要
な
資
金
の
一

部
を
低
利
で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
（
窓

口
は
市
役
所
内
の
社
会
福
祉
協
議

会
）
。

社
会
参
加
活
動

■
在
宅
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
塚

原
町
費
5
7
1
9
4
3
8
）
で
は
、
通

所
に
よ
る
①
機
能
訓
練
②
創
作
軽
作

業
（
版
画
、
陶
芸
、
書
道
等
）
③
更

生
相
談
④
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通

所
で
き
な
い
人
は
リ
フ
ト
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
。

■
身
体
障
害
者
通
所
援
護
事
業

　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の

「
つ
つ
じ
工
房
」
で
は
、
雇
用
さ
れ

る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
作

業
訓
練
・
生
活
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
送
迎
も
し
ま
す
（
詳
細
は
1
3
ぺ

ー
ジ
「
福
祉
の
窓
」
参
照
）
。

■
心
身
障
害
児
通
園
事
業

　
川
治
保
育
所
に
併
設
さ
れ
て
い
る

「
つ
く
し
園
」
で
は
、
心
身
に
障
害



の
あ
る
幼
児
を
対
象
に
、
保
護
者
同

伴
に
よ
る
生
活
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。■

手
話
奉
仕
員
派
遣
事
業

　
聴
覚
障
害
者
等
を
対
象
に
、
病
院

や
保
健
所
等
の
公
共
機
関
へ
手
話
奉

仕
員
を
派
遣
し
、
社
会
参
加
活
動
へ

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
下
肢
ま
た
は
体
幹
1
・
2
級
、
内

部
障
害
者
1
・
2
・
3
級
の
人
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス

■
市
内
タ
ク
シ
ー
料
金
1
割
引

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
全
員

が
対
象
（
基
本
的
に
は
、
障
害
者
本

人
が
一
人
で
乗
車
す
る
場
合
の
み
）

で
す
。
タ
ク
シ
ー
会
社
の
サ
ー
ビ
ス

事
業
で
す
。
割
引
券
は
健
康
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。

■
重
度
心
身
障
害
者

　
　
　
　
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
制
度

　
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
・
3
級

の
一
部
、
療
育
手
帳
A
の
人
を
対
象

に
、
年
間
1
2
枚
の
利
用
券
を
発
行
し

ま
す
。
1
枚
で
小
型
タ
ク
シ
ー
ま
た

は
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
・
迎

車
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　
保
護
者
が
契
約
者
と
な
り
、
保
護

者
が
重
度
の
障
害
を
負
っ
た
り
、
死

亡
し
た
場
合
に
共
済
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
共
済
金
は
一
口
2
万
円
で
す
。

■
N
H
K
放
送
受
信
料
の
免
除

■
J
R
運
賃
の
割
引
き

■
バ
ス
料
金
の
割
引
き

■
航
空
運
賃
の
割
引
き

■
有
料
道
路
料
金
の
割
引
き

、
■
県
立
施
設
の
入
館
料
等
の
免
除

　市では庁舎・保健センター等の改造工

事を行います。この工事も「福祉のまち

づくり推進事業」の一環です。しばらく

の問ご迷惑をおかけしますが、ご協力く

ださい。

■工事内容

①市庁舎：エレベーター、点字ブロック、

　階段手すりの設置

②保健センター：身障者用トイレの自動

　ドア、点字ブロック、スロープ手すり

　の設置

③総合体育館：自動ドア、階段手すりの

　設置

④川治地区公民館：自動ドアの設置

■工事期間

　平成9年11月22日～10年3月20日

　
身
体
の
不
自
由
な
人
や
お
年
寄
り

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
、
商
店
街
や
公
園
、
銀
行
、
病

院
な
ど
の
公
共
性
の
高
い
施
設
を
だ

れ
で
も
不
便
な
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
昨
年
か
ら
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
事
業
に
よ

り
公
共
性
の
高
い
建
築
物
や
公
園
、

交
通
機
関
な
ど
を
身
体
の
不
自
由
な

人
や
お
年
寄
り
で
も
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
民
間
事
業
所
等
の

協
力
も
得
な
が
ら
計
画
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

事
業
の
内
容

　
こ
の
事
業
は
大
き
く
二
つ
の
事
業

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
総
合
計
画
推
進
事
業

　
こ
の
総
合
計
画
は
基
本
理
念
や
目

的
、
生
活
環
境
基
盤
整
備
の
実
施
計

画
、
将
来
構
想
な
ど
で
構
成
さ
れ
、

昨
年
度
と
今
年
度
の
2
か
年
で
策
定

さ
れ
ま
す
（
内
容
は
後
記
施
策
展
開

を
参
照
）
。

　
ま
た
、
計
画
の
期
問
は
平
成
1
0
年

度
を
始
期
と
し
て
、
1
9
年
度
ま
で
の

10

年
間
で
す
。

②
障
害
者
等
生
活
環
境
基
盤
整
備
事
業

　
①
の
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
、
市

の
既
存
公
共
施
設
を
改
善
・
改
造
し

ま
す
。
例
え
ば
、
出
入
り
口
の
自
動

ド
ア
化
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー

プ
の
設
置
、
車
椅
子
ト
イ
レ
の
整
備
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
敷
設
な
ど
で
す
。

ま
た
、
民
間
の
施
設
に
つ
い
て
も
、

整
備
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
合
計
画
の
施
策
展
開

①
都
市
環
境
の
整
備

　
公
共
的
建
築
物
、
公
園
等
の
都
市

環
境
を
す
べ
て
の
市
民
を
視
野
に
入

れ
た
、
福
祉
配
慮
の
基
に
整
備
を
進

め
ま
す
。

◆
公
共
的
施
設
の
障
害
者
や
高
齢
者

　
に
配
慮
し
た
整
備
の
推
進

◆
民
間
事
業
者
へ
の
施
設
整
備
の
支

　
援
（
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

　
融
資
制
度
の
活
用
）

②
住
居
環
境
の
整
備

　
障
害
者
や
高
齢
者
が
安
全
で
快
適

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
住
宅
環

境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

◆
障
害
者
用
住
宅
・
高
齢
者
対
応
住

　
宅
へ
の
支
援
（
補
助
・
融
資
）

◆
市
営
住
宅
へ
の
優
先
入
居

◆
身
障
者
・
高
齢
者
住
宅
相
談

③
移
動
・
交
通
環
境
の
整
備

　
通
勤
、
通
学
、
‘
買
い
物
等
の
日
常

生
活
に
利
用
さ
れ
る
歩
道
や
各
種
交

通
機
関
を
福
祉
的
配
慮
の
基
に
整
備

し
ま
す
。

◆
道
路
環
境
の
整
備
促
進

◆
道
路
不
法
占
有
対
策
の
強
化

◆
交
通
安
全
施
設
の
整
備

◆
公
共
交
通
機
関
の
整
備
充
実

◆
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の
拡
充

◆
福
祉
バ
ス
の
整
備

④
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
「
福
祉
の
心
」

を
育
む
た
め
、
多
く
の
市
民
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い

ま
す
。

◆
市
民
啓
発
の
推
進

◆
学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
お
け
る

　
取
り
組
み
強
化
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
参
加
へ
の
要
請
）

◆
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の

　
開
催

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成

⑤
障
害
者
・
高
齢
者
の
受
け
入
れ
体

　
制
の
整
備

　
障
害
者
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
旅

行
な
ど
を
楽
し
め
、
人
に
や
さ
し
い

福
祉
社
会
を
実
感
で
き
る
環
境
整
備

を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
市
の
「
人

に
や
さ
し
い
福
祉
社
会
」
の
情
報
発

信
を
し
ま
す
。

◆
障
害
者
向
け
宿
泊
施
設
の
整
備

◆
も
て
な
し
の
心
の
醸
成

◆
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
創
設

◆
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

　
総
合
計
画
は
、
現
在
「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
で
検
討
が

進
め
ら
れ
、
来
年
3
月
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。

5　　平成9年11月25日号



お知らせします
／られています。そこで、市民の皆さんのご理解をいただくため、

次のとおり市職員等の給与をお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成9．4．1現在）

団平成8年度人件費の状況（普通会計決算）
られています。そこで、市民の皆さんのご理解をいただくため、

次のとおり市職員等の給与をお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成9．4．1現在）

住民基本台帳人ロ
（平9．3．3i）

歳出額
　（A）

．雲質牧支 太件費
　（B）

人件費率
（B／A）

蓼7年度の
琶太件費率

44，912人 213億
9，700万円

4億5，257万円 33億
2、168万円

15．5％ 16．8％

区分 内　　　　　　容 国の制戯姥較
（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

日平成9年度職員給与費の状況（普通会計予算）扶
養
手
当

配偶者・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一16，000円
配偶者以外の扶養親族のうち2人…　　　　　　　　一各5，500円
ただし、配偶者のいない職員の場合には、
　　　　　　扶養親族のうち1人は・…　　　　　　I　I，000円
その他の扶養親族1人につき・…　　　　　　　　　　　　2，000円
（満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は3，000円加算）

同じ 職員数
（《）

給　　　　与　　　　費 1人当たり給

与費綿／A）
給　　料 職員手当 期宋・勤勉手当 計（B）

　人
381

15億4，404万

　2，000円

2億2，727万

　　5，000円
7億3，429万円 25億561万円 657万

　6，396円住
居
手
当

〈借家〉月額12，000円を超える家賃を支払っている職員に対し負担して
　　いる家賃の額に応じて最高27，000円（家賃が55，000円以上の場

　　合）まで支給。
〈持家＞1，000円　ただし、住宅を新築・購入した場合5年間は2，500円

同じ （注）1．職員手当には退職手当を含みません。　2．給与費は当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　（平成g．4．1現在）
通
勤
手
当

〈交通機関利用者＞負担している運賃の額に応じて

　　　　　　　　　　　　　　最高50，000円まで支給。
〈交通用具使用者＞片道の使用距離に応じ、2，000円（2km以上5km未
　　　　　　満）から最高20，900円（片道40km以上）まで支給。

同じ 区　分
一　般　行　政　職 技能　労　務職

平均給料月額 平均集齢 平均給料月額 平均年齢

特
殊
勤
務
曾
手年
当琶

区　　　　　分 全　　職　　種 十臼町市 338，377円 42．8歳 292，517円 48．1歳

職員全体に占める手当支給職員の割合 34．2％ 国 309，392円 39．1歳 280，347円 47．8歳

支給対象職員1人当たり平均支給年額 22，901円 図職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　（平成9。4．1現在）

手　　当　　の　　種　　類　　（手当数） 13

区　　分

十　日　町　布 国

代　表　的　な　手　当　の　名　称
税務手当、社会福祉現業
手当、用地交渉手当 決定初任給 採溺2集経過後

　給料額 初任給
採用2隼経過後
　給料額

時勤
　務
間
　手
外当

7年度
支　　　給　　　総　　　額 1億5，168万3，000円 一般

行政職

犬学牽 171，000円 184，800円 171，000円 184、800円

職員1人当たり支給年額 390，936円 高校卒 139，300円 148，900円 139、300円 148，900円

8年度
支　　　給　　　総　　　額 1億3，055万1，000円 固職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成9．4。硯在）

職員1人当たり支給年額 340，864円

区　　分
経験年数7年以上
　10蕃未満
　し

経験年数田集以上
　15年未満

経験年数15年以上
　20隼朱満

回特別職の給料等の状況　　　　　　　　　　（平成g．4」現在）

一般行政職
大学卒 230，077円 283，622円 328，269円

区　　　分 給料等月額 期　朱　手　当、
高校卒 195，660円 224，267円 284，188円

給　料

布　　長
助　　役

収入役
教脊長

859，000円

670，000円

611，000円

6H，000円

（8年度支給割合）

6月期　1．6月分

12月期　1．9月分

3月期　0．5月分

　計　　4．0月分

技能労務職 高校卒 該当者なし 212，375円 242，364円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、採用後の年数をいいます・

囹一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　（平成g。4．硯在）

報　酬
議　　長

副議長
議　　員

392，000円

316，000円

300，000円

区　分 標準的な職務内容 職員数（太） 構成圭駅％）

8　級 課　長　・　参　事 14 4．6

7　級 課長・参事・課長補佐 21 6．9
囮定員の状況
ア．部門別職員数の状況 （平成9．4．1現在） 6　級 課長補佐・副参事 76 24．9

5　級 係　長　　・　主　査 97 31．8
区　　　　　分 職　員　数 難前集増減数

4　級 主　　　　　　　　任 38 12．5
部　　　　　門 平繊7隼 平成8隼 平成9隼 平成7薙 蘇賊8集 雫成9集

3　級 主　事　　・　技　師 29 9．5

一般行政部門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

5
8
0
2
4
8
2
2
0
0
3

2
9
4
5

5
7
8
2
3
8

2
2
0
0
3

2
9
4
5

4
7
4
2
4
8
2
1
8
0
3

1
1
1
4
4

0
5
0
0
　
1
0
－
1
0
－
3

0
－
2
－
1
0
0
0
0
0
0

一1

－4

　8

0
－
2
0
－
1
2
－
1

2　級 主　事　　・　技　師 24 7．9

1　級 主　事　　・　技　師 6 2．0

詳 305 100．0

（注）1．十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　　3．職員数は特殊な職種および技能労務職を除いたものです。

國昇給期問短縮の状況
小　　計 297 294 288 2 一3 一6

区　　　　　秀 合　　計 一艘行政職 技能労務職 その穂繍購
教　　育 91 89 89 一1 一2 0

8
年
度

職　員　数　（紛 423人 3H人 59人 53人
普　　通　　会　　討　　計 388 383 377 1 一5 一6

普通昇絵期閻臼㍗遡4紛を
短縮じ驚昇給しだ職員数㈱）

58人 38人 8人 12人

公営金業等
会　謙　部　門

水　　道

下水道
その他

21

17

10

21

17

10

21．

16

10

一1

－1

0 0
0
0

0
－
1
0 髭　　率　（β／紛 13．7％ 12．2％ 13．6％ 22．6％

小　　計 48 48 47 一2 0 一1 圖職員手当の状況
合　　　　　　　計 436 431 424 一1 一5 一7

匿勢 棄　臼．駒i講 国
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員などを含み、

　　臨時又は非常勤職員を除いた数です。

イ．平成9年の職員数の増減状況
期勤
求勉
手拳
当幾

　　（8年度支給割合）
　　　期末手当　』勤勉手当
6月期　　1．6月分　　0．6月分
12月期　　1．9月分　　0．6月分
3月期　　0．5月分　　　　一
計　　　4．0月分　　1．2月分

　　（8年度支給割合）
　　　期末手当　　勤勉手当
6月期　　i．6月分　　0．6月分
12月期　　1．9月分　　0．6月分
3月期　　0．5月分　　　　一
計　　　4．0月分　　1．2月分

部　　　　　　門 増貴数 減員数 差　引 塞な増滅理由

一般行政部門

議　　会
総務金颪
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

0
l
I
［
0
0
2
2
0

1
5
0
1
2
0
3
0
1

一1

－4

　1

0
－
2
0
－
1
2
－
1

臨時職員化
消費者行政事務量増加・地域開発室事務量減少

資産税部門の事務量増加
保母の正職員化・保育所用務員の臨時職員化

課長職の減・保健婦欠員不補充

林業・土地改良事務の増、農業一般事務の減

商業・観光部門の事務量増加
区画整理関係用地買収事務の減

退
職
手
当

（支給率）　自己都合　勧奨・定年
勤続20年　21．0月分　28．875月分
勤続25年　33．75月分　44．55月分
勤続35年　47．5月分　62．7　月分
最高限度額　60．0月分　62．7　月分

8　年　度　　　　25万　　　　2，422万
1人当たり平均支給額　　7’700円　　1’269円

その他の　定年前早期退職特例措置
加算措置　　（2％～20％加算）

退　職　時
　　　　1～2号給特別昇給

（支給率）　自己都合　勧奨・定年
勤続20年　21．0月分　28．875月分
勤続25年　33．75月分　44．55月分
勤続35年　47．5月分62．7月分
最高限度額　60．Ob月分　62．7　月分

その他の　定年前早期退職特例措置
加算措置　　（2％～20％加算）

退　職　時
　　　　20年以上勤続者1号俸
特別昇給

特別行政部門 教　　育 3 3 0 情報館建設事務の増・市史編さん事務の所管替え

公営企業等

会計部門

水　　道

下水道
その他 0

0
0

O
I
O

0
－
1
0

事務の合理化

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

回特別職の給料等の状況

囮定員の状況
ア．部門別職員数の状況

（平成9．4．1現在）

（平成9．4．1現在）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員などを含み、

　　臨時又は非常勤職員を除いた数です。

イ．平成9年の職員数の増減状況

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

日平成9年度職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）1．職員手当には退職手当を含みません。　2．給与費は当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　（平成g．4．1現在）

図職員の初任給の状況 （平成9．4．1現在）

固職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成9．4。硯在）

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、採用後の年数をいいます・

囹一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　（平成g。4．硯在）

（注）1．十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　　3．職員数は特殊な職種および技能労務職を除いたものです。

國昇給期問短縮の状況

圖職員手当の状況

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

6



を
　地方公務員の給与・退職手当等については、国や県・他市／

町村をはじめ地域の民間事業所などと均衡を図るように定め

区分

衛
、
　 生　　施　　設　　組　　含 団平成8年度人件費の状況（普通会計決算）

一　　般　行　　政　職 区　，分
圏域内基本台帳

人蝋9．3，鋤
歳出額

（A） 実質収支 人件費
（B）

人件費率
（8／A）

（
参

7年度の

琶人件費率

標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

広域事務組合 81，074人
i5億4，536万

　2，000円

6，377万

　4，000円

8億3，394万

　6，000円
54．0％ 65．3％

8級 局　　　　　　　　　長 1 7．1

7級 次　　　　　　　　　長 1 7．1 衛生施設経合 53，484人 7億8，348万円
2，599万

　2，000円
臆8，016万

　8，000円
23．0％ 20．4％

6級 副　参　事　・　係　長 3 21．4 （注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成9年度職員給与費の状況（普通会計予算）5級 主　　査　　・　主　　任 7 50．0

4級 一 一

区　　分
職員数

（A）

給　　　与　　　費 1人当たり
給与費

（B／《）
3級 技　　　　　　　　　師 1 7．1

給　　料 職員手当 期末勤勉髪当 謙（β）

・2級 技　　　　　　　　　師 1 7．1

広域事務継奮 lI3人
4億4，938万

　6，000円

1億1，387万

　8，000円

2億1，122万

　2，000円

7億7，448万

　6，000円
685万

3、858円1級 一 一

計 14 100．0 衛生施設組合 22人
8，634万

　6，000円

1，756万

　1，000円

4，188万

　9，000円

1億4，579万

　6，000円
662万

7，000円

囹昇給期問短縮の状況（普通会計） （平成8年度）

団平成8年度人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成9年度職員給与費の状況（普通会計予算）

匿　　　分 舎計
一　般
行政職

技　能
労務職

消防職

　　∠．帽与貿は、白例「r昇1輔†上∂れた韻〔刃。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　（平成g．4．硯在）

広
域
事
務
緯
合

職員数（A）
　人
95

　人
95 区分

一般行政職 技能労務職 消防職 医療職
平均給糊額 平均年齢 平均欝朝額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

普通昇給期間（12～24月）を短

縮して昇給した職員数（B）

　人
14

　人
14 広域事務組合 328，175円 42．9歳 332，662円 40．0歳 344，300円 40．3歳

衛生施設組合 349，400円 45．5歳 282，200円 46．7歳

比率（B／A）
　％
14．7

　％
14．7 国 309、392円 39．1歳 273，208円 47．9歳 327，951円 40．2歳

衛
生
施
設
綾
合

職員数（A）
　人
23

　人
14

　人
9

（注）1．消防職について国は、公安職（1）で掲載してあります。

図職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　（平成g．4」現在）

普通昇給期問（12～24月）を短

縮して昇給した職員数（B）

　人
2

　人

1
　人
1 区　　分

広域事務縄合 衛生施設組合 国

初任給
採翔2年経
過後給料額 初任給

採罵2年経
過後給料額 初任給

採駕2年経
過後給料額

比率（B／A）
　％
8．7

　％
7．1

　％
ll．1

一　般

行政職

大卒 171，000円 184，800円 171，000円 184，800円 i71，000円 184，800円

■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤手当は、
市職員と同額のため省略します。

高卒 139，300円 148，900円 139，300円 148、900円 139，300円 148，900円

消防職
大卒 189，000円 206，100円 189，000円 206，100円

特
殊
勤
務
手
当
（
麟
集
度
）

区　　　舞 広域事務組合 衛生施設組合
高挙 157，300円 170，900円 157，300円 170，900円

職員全体に占める手当支給職員の割合 98．9％ 100％

医療職
大卒 202，700円 215，600円

支給対象職員1人当たり
平　均　支　給　年　額

消防職28，084円

医療職137，203円
157，315円 高卒

手当の種類（手当数） 5 4 固 級別職員数の状況 （平成9．4．i現在）

代表的な手当の名称

緊急車運転手当、

災害出動手当、
夜問消防手当、
家畜指導診療業務手当等

清掃手当、

危険手当等
匿
発

広　　域　　　事　　務　　　組、　合

消　　防　　職 一般行政職 医　　療　　職

時
闘
外
勤
務
手
当

区　　　分 磁域事務組合 衛生施設組合 標準的な職務内容
職貴数

㈱
構灘慰

㈱
標準的な
職務内容

職員数

1入）

構成比

㈱
標準的な
職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

7
年
度

支　　給　　総　　額 1，686万9，148円 162万1，170円 7
級 消防監・消防長 1 0．9

一 一 一 一 一 ｝
職員1人当たり支給年額 203，243円 73，689円

8
年
度

支　　給　　総　　額 1，678万4，93i円 277万5，353円
6
級

司令長・次長・
署長　・　課長 7 6．6 係　　長 2 50．0

家　　蓄

診療所長 1 33．3

職員1人当たり支給年額 197，470円 126，152円
5
級

司令・次席・課長補佐・

小隊長・分遣所長 8 7．6 係　　長 1 25．0 一 一 『

國特別職の報酬
4
級

司令補・係長・
分遣所副所長

39 36．8 一 一 一 『 一 一屡　　分 報酬錐額 匿　　分 報酬集額

職
　
　
　
名

管　理　者 32，000円

職
名

十日町市消防団長 95，000円 3
級

士長・主任・
分隊長・副分隊長

17 16．0 一 一 一
主　　任

獣医師 2 66．7

副管理者 30，000円 〃　副団長 68，000円
建
級

副士長・副分隊長 8 7．6
一 一 一 一 一 一

収　入　役 30，000円 〃　分団長 52，500円

議　　　　長 32，000円 〃　副分団長 38，500円 婁
級

消　　　防　　　士 26 24．5 主　　事 1 25．0 一 一 一

副　議　長 30，000円 〃　部　　長 31，000円
計 106 100．0 4 100．0 3 100．0

議　　　　員 30，000円 〃　班　　長 22，500円

一 一 〃　団　員 16，000円
（注）1．当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤手当は、
市職員と同額のため省略します。

國特別職の報酬

（注）i．職員手当には、退職手当を含みません。

　　2．給与費は、当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況

（注）1．消防職について国は、公安職（1）で掲載してあります。

図職員の初任給の状況

固級別職員数の状況

（平成9．4．1現在）

（平成9．4．1現在）

（平成9．4．i現在）

（注）1．当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

7　　平成8年11月25日号



農地利馬集積掴速総合対策事業で

　　　　　　　　　　　　　（平成9年度～12年度）

　認定農業者の規模拡大を応援するため、

農地の貸し手や農作業委託者に県と市が助

成金を交付します。特に、市独自の新たな

取り組みとして、借り手にも奨励金を交付

します。農作業受委託契約の受付は12月1

日（月）からです。ぜひご活用ください。

■交付対象者と交付要件 （表1）

■助成金交付基準単価
　　　　　　　　　　（単位：10a当たり円、表II）

事業饗鎌灘 蕎難農業幾i鷺戴型 経営体驚蕨謙般製 農蕪業愛萎i議型・ 　蕪業難課

難i騰
設繭闘

灘膿業懸灘醗 縫鯖灘般型 i農樵業愛婁議型

　購戴塗交癒
④　灘象講 出し手農家 委託農家 票覇薦螢 講覇灘き 難賊餐 灘賊饗 繋勝戴登 薦覇綾餐

②劉欝き要繰

42歳以下で認定農業者

または認定農業者にな

ることが確実な人

農地保有合理化法人
ものに限る）

認定農業者または認定農業者になることが
確実な人

3奪獄叢
『鱒蕉叢溝

4，800 4，800 3，000 3，000

3，000 3，000（上記の人に転貸した
　　生産組織

1麟蔭鐵塾』

　麟謙満
12，000 12，000 7，800 7，800

　叢織権馨③護建要礁．

次のいずれかの事業による権利設定をした
もの

・利用権設定等促進事業
・農地移動適正化あっせん事業
・農地保有合理化事業

・書面による受委託契

約を締結すること

・同一生産行程におけ

る基幹的農作業3種
類以上を3年以上受
委託すること

聖麟鶴羅養 18，000 18，000 12，000 12，000

※十日町市は全域が特定農山村地域に属しており、県市の助成金は「中

　山間地域」に該当するため今までの20％増額となります。

の二つ以上の農地が、畦畔で接続している（①と④）
（イ）二つ以上の農地が、小幅員の道路または、水路で

　接続している（④と⑤、⑤と⑧）
（ウ）二つ以上の農地が、各々の一隅で接続し、作業の

　継続に支障がない（⑦と⑨）

ω　段上をなしている二つ以上の農地の高低の差が作
　業の継続に差し支えない（⑤と⑥）

㈲　二つ以上の農地が、当該農地の耕作者の宅地に接
　続している（⑦と⑨）
伍、　一つ1・ノ旨丁、曲備が当訪曲柚の甜イ乍裏の曲楠r培

　面．醐集i積
⑳　要』　　繰

おおむね10a以上
（下限8a）の農地

・おおむね20a以上
（下限16a）の連担

　した農地　※連担

要件は別図参照

・おおむね20a以上
（下限16a）の農地

で外延的拡大が図
られること

おおむね30a以上
（下限24a）の農地

・農作業受委託型で助成金の交付を受けた農地は、その契約終了後に賃借権
を設定しても、既交付済み農地として取り扱いますので、青年農業者育成

型や経営体育成一般型での助成金は交付されません。
・農作業受委託型は、その契約期間中の覆行証明の書類を農業委員会事務局

に届けないと助成金及び奨励金の返還対象となります。

　　　ワンポイントコーナー
●基幹的農作業とは　　　しろか

・稲については、「耕起・代掻き」、「田植」、「収穫・脱穀」

・麦や大豆については、「耕起」、「播種」、「収穫」

・その他の作目は、稲及び麦や大豆に準ずる。

●生産組織は、次の条件を満たしている受託組織とする。
・作業オペレーターに認定農業者または認定農業者になることが確実な人がいること

・代表者や経理規定が定められていること

※十日町市は全域が特定農山村地域に属しており、県市の助成金は「中

　山間地域」に該当するため今までの20％増額となります。

獲

懸
　
　
　
　
雛
纒

の　二つ以上の農地が、畦畔で接続している（①と④）

（イ）二つ以上の農地が、小幅員の道路または、水路で

　接続している（④と⑤、⑤と⑧）
（ウ）二つ以上の農地が、各々の一隅で接続し、作業の

　継続に支障がない（⑦と⑨）

ω　段上をなしている二つ以上の農地の高低の差が作
　業の継続に差し支えない（⑤と⑥）

㈲　二つ以上の農地が、当該農地の耕作者の宅地に接
　続している（⑦と⑨）

（カ）二つ以上の農地が、当該農地の耕作者の農地に接

　続している（①と③）

道路　　　　　　　　　水路　　　　　・　　　道路

　　　　　　　　　灘』

①v〉v
〉　　V　　〉

④V　V鑛．⑤V　V
　V　　〉　　V灘“　　　V　V　〉　』

〉V　V〉霧　V　V　V

睾』⑧vv
　　V　　〉

　〉　　V　　V

②受け手の農地
　（耕作地、受託地）

難⑥vv
難〉〉v〉騨
．

⑨v〉、
　〉　V　V
〉　　V　　〉

　　　　　　　鑛③　V　〉　V〉灘⑦V〉
　V　V　V　〉　　V　〉．l　　　　V　〉
〉　　　〉　〉　v　v　霧．5　V〉　〉 麗

■交付対象者と交付要件 （表III）

灘業雛難課

．騨難欝襲熱

鰻懸難

灘欝幾業灘叢歳麹・ 経欝総総競鷹濃型 1濃霧業縫灘議製

　　　　　　受け手農家　　　　　　　　　　受託農家等

①「市標準小作料農地区分の3級地及び4級地」内の行政区に居
　住する受け手農家または受託農家等
②「市標準小作料農地区分の3級地及び4級地」内の農地の賃借
　権等の設定を受けた農家または農作業を受託した農家等
■「受け手農家」は、当市在住の当市の認定農業者（契約日また
　は設定日の属する年に認定確実な人を含む）と当市に所在する
　当市の認定を受けた農業生産法人で、「受託農家等」は、このほ
　かに当市に所在するワンポイントコーナーに記された農業生産
　組織を含む。

（表1）の②③④に記す基本となる助成金の交付要件にすべて該
当すること

■奨励金交付墓準単価
　　　　　　　　　　（単位：10a当たり円、表IV）

　　　灘懸雛

磯鶴麟繊
、灘購騰．『．

慧幾i難i
灘蕪1．馨『

．灘鶴灘 譲難難，
．、蓼響講警

嬢響灘灘難難霧…i雛…難響

嚢難携鶏擁霧霧講ii、 2，400 1，500

1，000…妻軽灘鱗難… 6，’000 3，900

雛i難i霧i嬢難 9，000 6，000

8



く撫長選挙》　　投票繋雛．⑨鱗

③猫，㈱票
　　器田欣董郎㈱歳・無翻

　12，2錨票

　　蓼電沢欝講麓⑧歳・無新）

冬期貸出文庫
　（12月～翌年3月まで）

難匿 醜　　講、　藤 電議

諏沢 珠　　川 馬場小珠田分校 58－3816

淵膿 北新田3 樋口義一さん宅 57－1078

鱒繋 四日町2 滝沢正一さん宅 57－0593

灘渡

新　　水 飛渡第一小学校 59－2077

山新田 飛渡第二小学校 59－2139

東枯木又 山田房吉さん宅 59－2323

西枯木又 春川善七さん宅 59－2216

欝総・

稲　　葉 丸山孝一さん宅 57－1865

鉢　　2 真田小学校 52－4001

名ケ山 名ヶ山小学校 52－2928

羅繋

上新田1 堀義一さん宅 56－2765

漉　　野 東下組小学校 55－2532

願　　入 願入冬期分校
56－2149
（水落登）

灘購
下川原町 西保育所 57－0338

赤　　倉 赤倉小学校 57－5705

通年貸出文庫
灘鷹． …

醒
．鎌、』欝『『 電．議

灘灘

姿　　2 公民館姿分館
58－3224
（保坂厳）

土市2 水沢保育所 58－2103

』
』
事 i馬場1 平　　成　　園 58－3924

1
欝
麟
．

灘塚原町 十日町保健所 57－2400

．．、池之平 八箇保育園 57－0062

繋購1津　　池 公民館津池分館 52－4038
（小林好一〉

購繋 北　　原 北原保育所 52－3339

萎茎灘…
・漉　　野 東下組保育園 55－2119

中央通り 三　　好　　園 56－2106

1壌麟
蕪『山　　谷 藤巻功さん宅 52－3047

高島2 柳重太郎さん宅 52－6952

少
女
B
臭

　
　
（
中
条

　
第
52
回
国
田

が
、
1
0
月
2
5
口

を
会
場
に
開
艘

　
市
か
ら
は
院

さ
ん
（
十
高
）
、

合
高
）
、
上
田

村
山
佳
奈
子
螢

西
加
寿
代
さ
z

撲
に
古
畑
豊
和
さ
ん
（
十
高
教
諭
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
上
田
瑠
架
さ
ん
が
少
女
B

8
百
m
で
3
位
に
、
少
女
走
り
高
跳

び
で
小
西
加
寿
代
さ
ん
が
5
位
、
少

女
A
百
m
障
害
で
村
山
佳
奈
子
さ
ん

が
8
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

相
撲
（
個
人
戦
重
量
級
）
で

　
　
　
渡
辺
さ
ん
が
準
優
勝

　
第
4
6
回
全
国
青
年
大
会
が
n
月
7

日
～
1
0
日
ま
で
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、

市
か
ら
は
県
大
会
優
勝
の
軟
式
野
球

チ
ー
ム
（
小
林
弘
樹
監
督
）
と
、
相

撲
チ
ー
ム
（
福
原
忠
之
監
督
）
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
相
撲
の
個
人
戦
重
量
級
で
は
、
渡

辺
雅
朗
さ
ん
が
準
優
勝
を
す
る
大
活

躍
を
み
せ
ま
し
た
。

〈
選
手
名
・
敬
称
略
〉

野
球
“
俵
山
博
安
、
星
名
富
夫
、
西

畔
克
裕
、
池
田
和
彦
、
斉
木
貴
光
、

福
島
亮
介
、
滝
沢
博
幸
、
岡
田
浩
隆
、

徳
永
広
明
、
池
田
和
幸
、
伊
藤
大
介
、

田
村
泰
洋
、
丸
山
啓
一
、
宮
沢
撤
也
、

吉
沢
武
彦
（
コ
ー
チ
）
、
西
畔
義
江
（
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

相
撲
“
出
口
理
紀
、
小
川
康
男
、
金

崎
寛
、
渡
辺
雅
朗
、
庭
野
豊
正
、
小

林
博
樹

県民生委員児童委員
　　　協議会会長表彰
～優良協議会（中条地区）、

活動功労者（田村佳さん）が受章～

11月5日、新潟県民会館で行われ

た「民生委員制度創設80周年記念新

潟県大会」の席上、優良協議会とし

て中条地区民生委員児童委員協議会

が、活動功労者として田村佳さん（昭

和町1・67歳）が、それぞれ協議会

会長表彰を受けました。

委員13人で構成される中条地区協

議会では、年13回の定例会や各種研

修、福祉指定校への協力・支援など

を行っています。また、田村さんは

昭和58年から民生委員児童委員に従

事。地域の実情を十分に把握し、高

齢者・障害児者等への相談・援助活

動に積極的に取り組んでいます。

曄
体
秋
季
大
会
と

蕪木理事長が通産大臣表彰

　～伝統工芸品産業功労～

11月13日～16日

まで山梨県甲府市

で開催された「伝

統工芸品月問国民

会議全国大会」の

席上、蕪木良吉織

物組合理事長が伝蕪木良吉さん
統工芸品事業功労　　（西寺町・62歳）

者として通産大臣表彰を受けました。

蕪木さんは昭和44年から織物組合の

理事・監事を務め、部会長、副理事長

などを歴任しました。平成5年からは

理事長に就任し、常に組合運営の中枢

に身を置き、伝統工芸分野においても

認定産地委員会の委員長として活躍す

るなど、幅広く産地の振興に尽くされ

ました。
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TOKAMACHl
まちの声　みんなの声

　　　　　　霧．
　　　　灘

鍛

福成恵利子さんく高田町3南）

　
十
日
町
市
に
来
て
2
年
2
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
主
人
は
佐
賀
市
、
私

は
福
岡
市
の
出
身
で
す
。
こ
ち
ら
に

来
る
以
前
は
東
京
や
静
岡
の
三
島
市

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
十
日
町
市
に

住
ん
で
感
じ
た
の
は
、
自
然
の
す
ば

ら
し
さ
と
人
々
の
温
か
さ
で
す
。

　
来
た
こ
ろ
は
雪
が
珍
し
く
て
、
冬

の
風
景
を
た
く
さ
ん
撮
り
ま
し
た
。

写
真
に
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
「
雪
は

多
い
け
れ
ど
、
生
活
に
は
不
自
由
し

て
い
な
い
」
と
い
っ
て
も
全
く
理
解

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
十
日
町
市
に
住
む
上
で
不
便
は
全

　　　　　　　●

今月のテーマは、

「住みごこちはいかがですか」です。

　　　「’97わたしのこの一年」

　早いものでもうすぐ師走、1997年も

あと一月で終わろうとしています。

　今年、進学や就職、結婚や出産など

さまざまな人生の節目を迎えた人たち

から一年を振り返っていただきます。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、住

　所、電話番号だけは明記してください。

◆送付先　12月10日働までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　暦57－3111内線213）

十
日
町
に
は
残
し
て
お
き
た
い
自
然
と
風
景
と
温
も
り
が
あ
る

く
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
触
れ
れ
ば
冷

た
い
雪
に
も
、
私
に
は
温
か
な
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
き
れ
い
な
結
晶

が
空
か
ら
降
る
っ
て
す
て
き
で
す
よ

ね
。
晩
秋
に
な
る
と
雪
が
降
ら
な
い

か
と
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
す
。
一
夜

に
し
て
白
銀
の
世
界
に
変
わ
る
劇
的

な
冬
の
到
来
。
雪
解
け
と
と
も
に
一

斉
に
花
や
芽
が
ふ
く
凝
縮
さ
れ
た
春
。

鮮
や
か
な
紅
葉
。
家
族
み
ん
な
が
観

光
地
の
真
ん
中
に
住
ん
で
い
る
み
た

い
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
の
雰
囲
気
は
最
初
は
よ
そ

よ
そ
し
い
感
じ
も
し
ま
し
た
が
、

住
ん
で
み
る
と
温
か
い
で
す
ね
。

遠
赤
外
線
の
よ
う
に
時
間
が
た

つ
に
つ
れ
て
体
の
芯
か
ら
ポ
カ

ポ
カ
温
ま
っ
て
く
る
感
じ
で
す
。

都
会
の
よ
う
に
産
業
が
先
に
あ

っ
て
職
を
求
め
た
人
間
が
集
ま

っ
て
で
き
た
土
地
柄
と
の
違
い

を
感
じ
ま
す
。
十
日
町
市
に
は

し
ば
ら
く
前
の
日
本
の
よ
い
部
分
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
田
園
や
自
然

が
あ
り
温
か
い
人
々
が
住
ん
で
い
る
。

生
ま
れ
育
っ
た
所
で
は
な
い
の
に
、

な
ぜ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
転
勤
の
都
合
で
い
つ
か
こ
こ
を
離

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
す

で
に
十
日
町
に
根
を
張
っ
て
い
る
の

で
、
戻
ろ
う
に
も
戻
れ
な
く
て
困
っ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
ね
。
で
き
る
こ

と
な
ら
ば
十
日
町
の
自
然
は
こ
の
ま

ま
に
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　燃

恵無鞭馨編

⑳　　いちぱんいいて

東京都杉並区下井草3－15－302（市内山本2出身・31歳）世戸由美子さん

き
ミ
撃
…
　
華
…
嚢
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘
灘
齢
騰
羅
灘
灘

　
早
い
も
の
で
、
十
日
町
を
離
れ
て
1
0
年
以
上

の
月
日
が
た
ち
ま
し
た
。
十
日
町
で
生
ま
れ
育

ち
、
大
学
か
ら
ず
っ
と
東
京
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
日
々
多
忙
な
生
活
を
送
る
中
、
こ
の
原
稿

を
依
頼
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
十
日
町
の
こ
と
を

考
え
る
時
間
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
学
の
こ
ろ
は
、
「
十
日
町
出
身
」
と
い
う
と

み
ん
な
に
「
ス
キ
ー
が
得
意
で
し
ょ
」
と
聞
か

れ
、
社
会
人
に
な
る
と
「
魚
沼
米
た
べ
て
る
の
」

と
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま
す
。
東
京
の
人
が
持

っ
て
い
る
十
日
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
や
は
り

こ
の
二
つ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
は
ス
キ

ー
が
苦
手
で
、
冬
の
体
育
の
授
業
が
苦
痛
だ
っ

た
と
い
う
思
い
出
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
お
米
に

関
し
て
は
、
今
で
も
山
本
の
実
家
で
と
れ
た
も

の
を
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
子
供
の

こ
ろ
か
ら
あ
た
り
ま
え
に
食
べ
て
い
た
お
米
が
、

実
は
大
変
高
価
な
も
の
だ
と
知
っ
た
の
は
東
京

に
出
て
き
て
か
ら
で
す
。
「
故
郷
は
遠
き
に
あ
り

て
思
う
も
の
」
と
は
い
い
ま
す
が
、
都
会
に
住

ん
で
み
て
田
舎
の
食
生
活
の
豊
か
さ
や
水
の
お

い
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　
写
真
は
、
私
の
自
慢
で
あ
り
最
も
尊
敬
す
る

両
親
で
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
く
れ
る

こ
と
が
最
大
の
願
い
で
す
。
そ
し
て
、
一
年
に

一
度
は
十
日
町
に
里
帰
り
を
し
て
、
「
命
の
洗
濯
」

を
し
つ
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
、
ま
た
東
京

で
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
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佐藤陽子さん（新座3）

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
横
浜
で
す
。

昨
年
3
月
に
大
学
を
卒
業
し
、
現
在

は
十
日
町
中
学
校
で
国
語
を
教
え
て

い
ま
す
。
着
任
時
は
雪
が
た
く
さ
ん

残
る
中
を
湯
沢
か
ら
バ
ス
に
揺
ら
れ

て
十
日
町
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
背
丈
を
超
え
る
雪
も
消
雪
パ
イ
プ

も
こ
の
時
初
め
て
目
に
し
ま
し
た
。

　
新
潟
県
の
予
備
知
識
は
「
雪
と
お

米
と
角
栄
さ
ん
」
く
ら
い
。
十
日
町

の
知
識
も
小
学
校
の
「
寒
い
地
方
の

く
ら
し
」
と
い
う
授
業
で
習
っ
た
地

温
か
な
十
日
町
の
人
柄
と
転
入
者
の
つ
ど
い
に
感
謝

名
と
い
う
程
度
で
し
た
。
け
れ
ど
、

地
名
だ
け
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
が
、

心
細
い
転
入
者
に
は
支
え
に
な
る
ん

で
す
よ
。
ま
た
地
元
の
人
た
ち
が
開

催
し
て
く
れ
た
「
転
入
者
の
つ
ど
い
」

は
、
知
人
も
親
戚
も
い
な
い
転
入
者

に
は
、
と
て
も
励
み
に
な
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
十
日
町
ら
し
い
温

か
な
心
尽
く
し
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
十
日
町
で
生
活
す
る
に
つ
れ
、
人

情
の
厚
さ
、
食
の
豊
か
さ
、
温
泉
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
資
源
の
す
ば
ら

し
さ
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
帰
宅
が
遅
く
な
っ
た
後
で
も
手

軽
に
行
け
る
温
泉
は
、
都
会
で
は
手

に
入
ら
な
い
貴
重
な
財
産
で
す
。

　
ま
た
十
中
の
子
供
た
ち
も
素
直
で

温
厚
な
生
徒
た
ち
で
す
。
私
に
方
言

を
教
え
て
く
れ
た
り
道
順
を
教
え
て

く
れ
た
り
と
、
授
業
や
部
活
以
外
で

も
温
か
な
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

今
は
「
そ
う
や
ん
」
と
い
う
方
言
が

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
な
に
げ
な
く

方
言
が
口
か
ら
出
て
く
る
よ
う
に
な

り
、
私
も
こ
こ
の
生
活
に
溶
け
込
ん

で
き
た
ん
だ
な
っ
て
感
じ
ま
す
。

難　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

雌
縫
　
　
馨
箋

賓
脊
桑
グ
と
ヴ
ー
4
⑫

中　　学校からテニスを続けています。今は仕

　　事が終わる時問が遅くて所属しているク

ラブの練習には出られません。そこで店が休

みの平日の夕方に、週に1～2回ほど高校生

と一緒に練習をしているんですよ。体を動か

すことが大好きなので練習も試合も楽しいで

すね。これからも仲間とテニスを続けていき

たいと思っています。

ワの職場で板前の修行を始めて半年が過ぎ
（」ました。まだまだ駆け出しです。料理の

世界は、やればやるほど奥が深いんです。完

壁がありませんから、これからもずっと勉強が

続きます。きびしいことも時には言われます

が、これも修行だと思い一生懸命取り組んで

います。普段は職場の人たちに家族的な雰囲

気で接してもらい感謝しています。そしてい

つか「味のある板前」になることが私の夢です。

ど窪勢黄彩譲鵠1壌夏烈館

とがいっぱいです。これが青春なんでしょうね。

※ひたむきに板前の修行に取り組む佐藤さんの紹介で

　次回は高野恵美さんにバトンタッチ。

　　　　調　　　　ゆゆ　　　　げや　　　　ゆあ　つら

Q　 ．．〆へ　！

ト　卿覇〆
＼ヱ¢

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
⑫

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

暦
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

東
京
ド
ー
ム
で

ニ
ュ
ー
に
い
が
た
の
祭
典

　
し
ば
ら
く
雨
の
な
い
天
気
が
続

き
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
雨

乞
い
を
し
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
、

14

日
こ
ろ
か
ら
天
候
が
崩
れ
、
雨

天
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
1
4
日
働
～
1
6
日
㈲
の
3
日
間
、

東
京
ド
ー
ム
で
新
潟
県
主
催
の
「
ニ

ュ
ー
に
い
が
た
の
祭
典
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
3
日
問
で
31
万
1
、

2
0
0
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
十
日
町
市
も
物
産

や
大
太
鼓
な
ど
の
郷
土
芸
能
な
ど

で
に
ぎ
に
ぎ
し
く
参
加
し
ま
し
た
。

小
嶋
屋
さ
ん
や
高
長
醸
造
さ
ん
の

所
に
は
大
勢
の
お
客
様
が
行
列
を

　
　
　
　
　
　
　
い
　
ろ
　
り

な
し
、
妻
有
郷
の
囲
炉
裏
の
こ
あ

が
り
の
休
憩
所
も
大
変
な
人
気
で

し
た
。

　
な
か
で
も
、
「
繭
の
会
」
の
人
た

ち
に
よ
る
華
や
か
な
「
き
も
の
シ

ョ
ー
」
は
注
目
の
的
で
し
た
。
か

わ
い
い
子
供
た
ち
や
数
少
な
い
男

性
の
モ
デ
ル
は
、
や
ん
や
の
喝
采

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
別
の
ス
テ

ー
ジ
で
は
「
繭
の
会
」
や
ミ
ス
雪

ま
つ
り
の
山
川
美
香
さ
ん
が
十
日

町
の
物
産
や
文
化
な
ど
の
P
R
に

努
め
て
い
ま
し
た
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
東
京
消

防
庁
に
新
潟
県
出
身
者
の
会
「
越

路
会
」
（
O
B
を
含
め
会
員
約
2
百

人
、
会
長
“
鈴
木
忠
栄
警
防
部

長
・
上
越
市
出
身
）
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
鈴
木
会
長
を
知
る
十

日
町
地
域
消
防
署
の
H
さ
ん
か
ら

紹
介
を
受
け
、
前
任
者
の
時
か
ら

お
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
越
路
会
の
第
4
5
周
年
記
念
総
会

が
1
3
日
に
あ
り
、
あ
い
さ
つ
す
る

機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
翌
日
か
ら
の
ド
ー
ム
で
の

祭
典
と
雪
ま
つ
り
の
P
R
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
越
路
会
に
は
十
日
町
出
身
者
も

30

人
ほ
ど
い
る
よ
う
で
す
。
総
会

の
席
上
、
中
条
出
身
の
眞
霜
四
郎

氏
が
春
の
叙
勲
で
勲
六
等
単
光
旭

日
章
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
上
村
基
氏
（
下
条

出
身
）
、
小
山
義
雄
氏
（
吉
田
出

身
）
、
中
林
慎
太
郎
氏
（
十
日
町
出

身
）
、
鈴
木
正
弘
氏
（
下
条
出
身
）
、

池
田
由
一
氏
（
中
条
出
身
）
等
の

方
々
と
お
話
し
で
き
ま
し
た
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　12月12日樹

②交通事故相談　　　　12月8日（月）

③巡回内職相談　　　　12月19日飼

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
職
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法
1
2

①
②
③
　
　
　
④
、
　
　
　
⑤
12月11日㈲　倉重安雄弁護士

　　25日㈱　高橋賢一弁護士

午前10時～午後3時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

霧錺ヲレホシガイド
　　圃52一・7111

ヲレホ：雛2一ピス
雷十日町市観光情報57囎0500
雷くらしのダイヤル025塵285・7000

轡1～騨8　上手なお酒の飲み方

12／8～12／15消費生活相談事例
　　　　　～展示販売で契約した高額
　　　　　なダイヤのアクセサリーセ
　　　　　ットを解約したい～

躍翫》12／22内職の契約トラブル

12／22～賄　住まいのカビ・ダニを防ぐに

　　　　　は

嵐
欝

轟
醸
雛
響
か
け
ま
せ
ん
か

畷弼
お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

雛
日
時
H
1
2
月
4
日
㈲
・
1
8
日
㈲
午
前
9

時
3
0
分
～
n
時
3
0
分
笏
場
所
H
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
霧
間
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童

家
庭
係
へ
。
※
お
も
ち
ゃ
の
修
理
や
、
子

供
た
ち
と
遊
ん
で
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

新
沢
と
し
ひ
こ

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

雛
日
時
H
1
2
月
6
日
ω
午
後
6
時
21
分
～

（
開
場
は
3
0
分
前
）
笏
場
所
H
十
日
町
教

会
笏
チ
ケ
ッ
ト
H
前
売
り
“
2
千
5
百
円

（
ペ
ア
は
4
千
円
）
雛
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
H

ミ
ン
ト
（
高
田
町
3
西
）
笏
問
合
せ
H
大

島
（
費
5
7
1
4
4
1
6
）
、
富
井
（
盈
5
7
1

9
9
5
9
）
ま
た
は
柳
（
盈
5
7
1
0
7
5

7
）
へ
。

第
8
回
市
芸
術
協
会

　
　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展

笏
日
時
H
1
2
月
6
日
ω
・
7
日
佃
午
前
9

時
～
午
後
9
時
（
た
だ
し
7
日
は
午
後
5

時
ま
で
）
笏
場
所
⊥
巾
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
笏
問
合
せ
H
公
民
館
本
館
（
智
5
7
1
5

0
1
1
）
へ
。

自
然
写
真
集
団

　
　
　
　
「
四
季
」
6
人
展

笏
日
時
H
n
月
2
6
日
㈱
～
3
0
日
㈲
午
前
9

時
～
午
後
9
時
3
0
分
（
3
0
日
は
午
後
5
時

30
分
ま
で
）
笏
場
所
H
市
民
会
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
笏
間
合
せ
判
宮
澤
健
二
（
小
黒
沢
盈

58
1
2
9
6
5
）
へ
。

県
海
外
女
性
派
遣
団

　
　
　
　
　
　
帰
国
報
告
会

　
　
～
北
欧
リ
ボ
ー
ト
～

霧
日
時
H
1
2
月
1
3
日
ω
午
後
1
時
3
0
分
～

雛
場
所
H
公
民
館
本
館
霧
内
容
H
岡
元
眞

弓
さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
報
告
と
他

団
員
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
雛
間
合
せ
H

児
玉
（
稲
葉
盈
5
7
1
5
4
8
6
）
へ
。

生
協
ま
つ
り

　
　
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル

雛
日
時
H
11
月
3
0
日
㈲
午
前
1
1
時
～
午
後

2
時
3
0
分
笏
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
霧
内
容
H

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

再
生
品
コ
ー
ナ
ー
、
不
用
品
コ
ー
ナ
ー
ほ

か
笏
間
合
せ
H
関
口
薫
（
智
52
－
5
6
2

3
）
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談
　
笏
日
時
H
1
2
月
1
6
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日

町
保
健
所
勿
担
当
医
訓
山
下
医
師
（
中
条

病
院
）
笏
間
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
智

57
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

◆
保
健
所
健
康
相
談
　
笏
日
時
H
1
2
月
n

日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
勿
場
所
ロ
十

日
町
保
健
所
笏
担
当
医
H
石
川
医
師
（
津

南
病
院
）
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
ま

　
　
　
コ
　
ぞ
ぎ

欝
灘

　
　
　
．
綴

　
羅
、
灘

　
麟

鍵
灘

螺
灘

灘
麟
、
醸

コ
ー
コ
ー

信
く
信
く
線
⑱

駅
弁
み
よ
し
の
里
の
味

　
栗
お
こ
わ
発
売
！

　
今
春
開
業
し
た
「
ほ
く
ほ
く
線
」
に
ま
た
一
つ
、
新
し
い
話
題
が
加
わ

り
ま
し
た
。
市
内
下
条
の
天
然
温
泉
「
み
よ
し
の
湯
」
で
生
ま
れ
た
地
元

主
婦
の
皆
さ
ん
の
手
づ
く
り
、
名
物
「
栗
お
こ
わ
」
が
ほ
く
ほ
く
線
十
日

町
駅
の
キ
ョ
ス
ク
で
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
価
格
は
1
個
7
4
0
円
で
す
。

　
売
れ
行
き
は
大
変
好
調
で
、
お
昼
こ
ろ
に
は
品
切
れ
に
な
る
こ
と
が
多

く
、
追
加
仕
入
れ
を
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
栗
お
こ
わ
は
「
み
よ
し
の
湯
」
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
名
物
を

作
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
饅
頭
・
も
ち
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
案
が
出
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
下
条
が
栗

の
産
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
産
の
も
ち
米
を
使
っ
た
栗
お
こ

わ
を
温
泉
に
来
て
食
べ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
何
回
も
試
作

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
風
味
の
あ
る
栗
お
こ
わ
が
出
来
ま
し
た
。

　
1
0
0
％
地
元
産
の
も
ち
米
と
栗
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
ぜ
ん
ま
い
・

椎
茸
に
天
然
の
笹
を
使
っ
て
、

味
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
作
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　
み
よ
し
の
湯
の
温
か
い
想
い

が
込
め
ら
れ
た
「
栗
お
こ
わ
」

を
ほ
く
ほ
く
線
の
旅
の
お
供
に
、

ま
た
、
十
日
町
駅
を
ご
利
用
の

際
に
は
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
1
1
み
よ
し
の
湯

　
　
（
盈
5
6
－
2
3
4
4
）
へ
。
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た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
m
月
1
6
日
、
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法

律
」
施
行
　
こ
の
法
律
は
、
臓
器
の
移
植

に
つ
い
て
の
基
本
的
理
念
を
定
め
、
移
植

医
療
の
適
正
な
実
施
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
「
臓
器
を
提
供
す
る
」
「
臓

器
を
提
供
し
な
い
」
は
個
人
の
自
由
意
志

で
、
い
か
な
る
強
制
も
受
け
ま
せ
ん
。
こ

の
機
会
に
、
移
植
医
療
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
笏
間
合
せ
H
健
康
福
祉
課

保
健
予
防
係
へ
。

◆
中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の
海
外
派
遣

事
業
　
笏
派
遣
先
H
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
笏
派
遣
期
間
H
1
0
年
3
月
2
2

日
㈲
～
4
月
4
日
㈹
笏
参
加
費
”
3
6
万
5

千
円
～
3
8
万
円
笏
申
込
み
H
1
月
2
7
日
㈹

ま
で
に
働
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
〒
㎜

新
宿
区
四
谷
2
1
H
大
森
ビ
ル
3
階
盈
0
3

1
3
3
5
9
1
8
4
2
1
）
へ
。

◆
小
学
生
の
た
め
の
国
際
交
流
事
業
「
ち

び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

笏
期
間
ロ
ー
0
年
3
月
2
5
日
㈱
～
4
月
1
日

㈱
笏
場
所
”
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町
笏

定
員
H
4
6
0
人
（
小
学
3
年
生
以
上
）

笏
参
加
費
目
1
1
万
1
千
円
笏
申
込
み
H
3

月
9
日
㈲
ま
で
に
働
国
際
青
少
年
研
修
協

会
へ
。
※
出
発
地
に
合
わ
せ
た
事
業
説
明

会
が
あ
り
ま
す
。

◆
自
衛
隊
生
徒
募
集
　
笏
資
格
H
日
本
国

籍
を
有
し
、
1
0
年
4
月
1
日
現
在
1
5
歳
以

上
1
7
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
者

（
1
0
年
3
月
卒
業
見
込
者
含
む
）
笏
受
付

期
間
H
1
0
年
1
月
4
日
㈲
ま
で
笏
試
験
H

1
次
試
験
（
学
科
）
”
1
0
年
1
月
5
日
㈲

笏
採
用
H
1
0
年
3
月
下
旬
笏
問
合
せ
口
市

民
生
活
課
ま
た
は
自
衛
隊
長
岡
出
張
所

　
（
姪
0
2
5
8
－
3
3
1
0
2
5
6
）
へ
。

◆
「
に
い
が
た
緑
の
も
の
が
た
り
9
8
」
ス

テ
ー
ジ
催
事
参
加
者
募
集
笏
参
加
内
容
”

ス
テ
ー
ジ
展
開
が
可
能
な
市
民
文
化
活
動

で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
不
問
笏
参
加
場
所
H

新
潟
会
場
、
新
津
会
場
笏
参
加
時
期
H
1
0

年
8
月
1
0
日
～
1
0
月
1
8
日
笏
申
込
み
ロ
ー
0

年
1
月
2
0
日
㈹
ま
で
に
緑
化
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
事
務
局
（
〒
蜘
1
7
0
新
潟
市
新
光

町
4
新
潟
県
庁
内
智
幡
ー
獅
1
5
5
1
1

内
線
3
3
5
3
）
へ
。

◆
寅
年
生
ま
れ
の
家
族
・
個
人
募
集
し
て

ま
す
。
　
市
報
と
お
か
ま
ち
で
は
、
恒
例

　
　
　
　
　
　
　
え
　
と

と
な
っ
た
来
年
の
干
支
生
ま
れ
（
1
2
月
2
5

日
号
に
掲
載
）
の
家
族
・
個
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
笏
対
象
H
①
3
世
代
（
子
供
・

親
・
祖
父
母
な
ど
）
に
渡
っ
て
寅
年
生
ま

れ
の
人
が
い
る
世
帯
（
1
世
帯
）
②
寅
年

生
ま
れ
の
個
人
（
兄
弟
・
夫
婦
な
ど
で
希

望
す
る
人
も
可
）
1
4
人
（
先
着
順
）
笏
申

込
み
H
1
2
月
5
日
働
ま
で
に
電
話
で
企
画

人
事
課
広
報
広
聴
係
へ
。

◆
十
日
町
市
地
場
産
業
経
済
変
動
特
別
対

策
資
金
融
資
　
笏
対
象
ほ
①
織
物
関
連
業

種
（
主
に
加
工
業
・
下
請
）
②
営
業
年
数

が
市
内
に
お
い
て
3
年
以
上
③
年
商
1
0
億

円
以
下
④
資
本
金
1
億
円
以
下
⑤
従
業
員

50
人
以
下
⑥
最
近
3
か
月
間
の
生
産
ま
た

は
売
り
上
げ
が
対
前
年
比
1
0
％
以
上
減
笏

使
途
H
運
転
資
金
笏
貸
付
条
件
”
①
限
度

額
“
1
千
万
円
以
内
②
期
間
“
5
年
（
据

置
6
か
月
）
③
返
済
“
月
賦
均
等
返
済
④

利
率
”
信
保
付
年
1
・
9
％
、
そ
の
他
年

2
・
4
％
（
必
要
に
応
じ
て
保
証
協
会
保

証
付
・
保
証
料
5
0
％
補
助
）
笏
融
資
期
間

H
1
0
年
3
月
31
日
ま
で
笏
取
扱
金
融
機
関

H
第
四
・
北
越
・
中
央
・
大
光
・
県
信
の

各
十
日
町
支
店
笏
問
合
せ
H
取
扱
金
融
機
『

関
ま
た
は
商
工
観
光
課
へ
。

◆
働
新
潟
県
民
福
祉
協
会
奨
学
金

笏
資
格
H
①
新
潟
県
民
の
子
弟
で
現
在
県

内
の
中
学
校
3
年
に
在
学
す
る
人
②
学
業

優
良
、
心
身
健
全
で
、
県
内
の
全
日
制
高

等
学
校
へ
進
学
を
希
望
す
る
人
③
家
計
の

都
合
で
進
学
後
の
学
資
の
支
弁
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
笏
貸
与
月
額
目
1

万
5
千
円
笏
採
用
予
定
人
員
H
1
0
人
笏
申

込
み
H
1
0
年
1
月
31
日
ま
で
に
働
新
潟
県

民
福
祉
協
会
（
〒
蜘
新
潟
市
新
光
町
6
－

6
暦
鰯
－
魏
ー
2
0
0
0
）
へ
。

◆
国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
国
民
金
融
公
庫
）

笏
融
資
限
度
額
H
1
5
0
万
円
笏
金
利
“

年
2
・
5
％
（
1
1
月
1
0
日
現
在
・
固
定
金
利
）

笏
融
資
期
間
H
8
年
以
内
（
交
通
遺
児
家

庭
及
び
母
子
家
庭
の
人
は
1
年
の
延
長

可
）
笏
問
合
せ
H
国
民
金
融
公
庫
長
岡
支

店
（
智
0
2
5
8
1
3
6
－
4
3
6
0
）
へ
。

◆
第
1
1
回
十
日
町
生
そ
ば
ま
つ
り
「
温
泉

旅
館
の
旅
」
当
選
者
（
敬
称
略
）
　
月
岡

温
泉
「
ホ
テ
ル
泉
慶
・
華
鳳
」
”
上
村
隆

保
（
七
軒
町
）
、
草
津
温
泉
「
ホ
テ
ル
櫻
井
」

”
山
田
義
則
（
新
津
市
）
、
野
沢
温
泉
「
旅

館
さ
か
や
」
“
丸
山
純
子
（
上
新
田
2
）
、

⑱

ご
利
用
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
身
体
に
障
害
を
持

っ
た
人
た
ち
の
た
め
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
障
害
者
が
、
生
き
が

い
と
潤
い
の
あ
る
毎
日
を
送
れ
る

よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
創
作
活
動

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
人

　
次
の
条
件
を
満
た
す
人
で
す
。

①
郡
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

　
る
人
（
難
病
等
で
手
帳
の
な
い

　
人
で
も
利
用
で
き
ま
す
）

③
一
人
で
用
が
足
り
る
人
（
家
族

　
同
伴
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
利
用
で
き
る
日

　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

■
活
動
内
容

①
創
作
的
活
動
（
陶
芸
、
手
芸
、

　
版
画
、
絵
画
、
書
道
、
硬
筆
、

　
生
け
花
・
専
任
の
講
師
が
指
導

　
し
ま
す
）

②
機
能
訓
練

③
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
た
だ
し
、
現
在
申
し
込
み
で
き

　
な
い
活
動
も
あ
り
ま
す
。

■
利
用
料
金

　
無
料
（
た
だ
し
、
材
料
費
等
の

　
実
費
は
自
己
負
担
）

■
そ
の
他

①
昼
食
持
参
（
弁
当
の
あ
っ
せ
ん

　
も
で
き
ま
す
）

②
送
迎
は
相
談
で

③
利
用
希
望
者
は
電
話
で
問
い
合

　
わ
せ
の
上
、
直
接
見
学
に
お
い

　
で
く
だ
さ
い
（
で
き
る
だ
け
ご

　
家
族
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま

　
す
）
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
（
塚
原
町
・
保
健
所
隣

　
り
盈
5
7
－
9
4
3
8
）
へ
。臨雛F徽霧’嚢難鱗

ほくほく線で六日町へ
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寺
泊
海
岸
温
泉
「
海
風
亭
寺
泊
日
本
海
」

一
羽
鳥
秀
作
（
高
田
町
3
西
）

◆
1
2
月
4
日
～
1
0
日
は
「
人
権
週
間
」

笏
強
調
事
項
H
①
子
供
の
人
権
を
守
ろ

う
、
育
て
よ
う
、
思
い
や
り
の
心
②
国
際

化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て

よ
う
③
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
④
女
性
の

地
位
を
高
め
よ
う
⑤
障
害
者
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う
⑥
高
齢
者
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
よ
う

◆
新
潟
県
産
業
別
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

産業種別
最低賃金額 効　力

発生日時間給 日額

電気機械器具

製　造　業
707円 5，656円

11月

22日

各種商品小売業

（鍵嚢難〉 675円 5，389円
11月

27日

自動車（新潮、

自動車部品・

附属晶小売業
705円 5，630円

11月

28日

笏
間
合
せ
H
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

　
（
智
52
1
2
0
7
9
）
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

辮経
営
能
力
強
化

　
　
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
鴨
4

㌶
日
時
”
1
2
月
2
日
㈹
午
後
6
時
～
（
5

時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
笏
参

加
費
H
無
料
（
た
だ
し
、
電
話
に
て
要
予

約
）
笏
講
師
H
都
築
幹
彦
氏
（
ヤ
マ
ト
運

輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
霧
演
題
H
経
営

環
境
の
変
化
に
ど
う
対
応
す
る
か
～
ク
ロ

ネ
コ
ヤ
マ
ト
の
実
践
か
ら
～
笏
申
込
み
日

ク
ロ
ス
ー
0
（
盈
5
7
1
2
3
2
3
・
F
A
X

52

－
4
4
9
7
）
へ
。

え
ぷ
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

雛
日
時
・
内
容
H
1
2
月
9
日
㈹
”
お
正
月

＝

※飲酒運転を追放しましょう

寸しないが合い言葉

大事故につながる飲酒運転を

ぐるみで追放しましょう。

×車二危険

断わる勇気

襲璽

訪》

〈運動のスローガン〉

　　飲酒運転絶対しないズ

　死亡事故等の重大事故に

家庭、職場、地域ぐるみで

危険の万程式　酒×車二危

「車ですから」と断わる勇

　わが家わが街わが職場

0
●

！

（）累計10月中の交通事故発生状況

年 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
9年 27（184） 36（221） 1（3）

8年 22（197） 22（233） 2（3）

料
理
、
1
8
日
㈲
”
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
料
理
、
両
日
と
も
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午

後
1
時
30
分
雛
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日

町
営
業
所
霧
参
加
費
H
千
円
霧
定
員
1
1
1
8

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
雛
申
込
み
1
1

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
智
52
－
3

1
0
7
）
へ
。

撒ス
・
。
ホ
一
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室
〉

勿
日
時
H
1
2
月
7
日
㈲
～
2
月
2
2
日
㈲
ま

で
の
各
日
曜
日
午
前
9
時
～
笏
場
所
H
総

合
体
育
館
屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
勿
対
象
H

小
・
中
学
生
笏
参
加
費
判
千
円
笏
申
込
み

U
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局
・
庭
野
和
浩
（
智

57

1
8
3
5
7
）
へ
。
※
ボ
ー
ル
、
シ
ュ

ー
ズ
（
内
覆
き
人

工
芝
用
）
は
各
自

持
参
の
こ
と
。

肪
臼

　
“

㊥

ク

〈
屋
外
体
育
施
設
は
閉
場
し
ま
し
た
〉

　
屋
外
体
育
施
設
は
、
n
月
5
日
㈱
を
も

っ
て
閉
場
し
ま
し
た
。
笏
間
合
せ
H
総
合

体
育
館
（
盈
52

－
4
3
7
7
）
へ
。

　
　
お
わ
び
と
訂
正

　
n
月
憩
日
号
掲
載
の
市
展
入
賞
者
、

写
真
の
部
佳
作
の
桜
井
基
さ
ん
（
姿
1
）

は
桜
沢
基
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

垂

蟹
襲

　　　　　　　　　S
　　　　　　　t
　　　　謄　　璽

総
合
体
育
館
屋
内

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
12
月
2
日

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

〈
人
工
芝
を
敷
き
、
暖
房
設
備
を
完
備
〉

　
人
工
芝
は
ダ
ッ
シ
ュ
・
ス
ト
ッ
プ
・

急
反
転
な
ど
激
し
い
動
き
の
ス
ポ
ー
ツ

に
対
応
で
き
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
足
腰
へ

の
負
担
を
軽
減
し
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

時
の
や
け
ど
や
す
り
傷
を
少
な
く
す
る

素
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬

場
の
事
故
防
止
の
た
め
暖
房
設
備
を
完

備
し
ま
す
。
真
冬
で
も
安
心
し
て
野
球

の
練
習
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
大
会
や
ミ

ニ
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

な
ど
、
多
目
的
な
利
用
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
主
な
施
設

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
2
面
　
1
5
m
×
2
0
m

▼
フ
ッ
ト
サ
ル
（
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
）

　
　
1
面
　
2
3
m
×
3
6
m

▼
野
球
用
ブ
ル
ペ
ン
（
投
球
練
習
場
）

　
　
2
か
所

▼
暖
房
設
備
　
天
井
吊
込
式
1
0
台

◆
利
用
案
内

▼
個
人
使
用
…
市
報
1
0
月
2
5
日
号
ス

　
ポ
ー
ツ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
ご

案
内
し
た
夜
間
開
放
日
の
指
定
し
た

種
目
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
利
用

　
で
き
ま
す
。

▼
個
人
使
用
料
…
総
合
体
育
館
入
場

　
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
一
般
・
高
校
生
”
2
百
円

　
　
小
・
中
学
生
“
百
円

　
※
お
得
な
3
～
1
2
か
月
券
で
の
ご
利

用
も
で
き
ま
す
。

▼
専
用
使
用
…
開
放
種
目
を
指
定
し

　
て
い
な
い
時
間
帯
で
あ
れ
ば
専
用
で

使
用
で
き
ま
す
。

▼
専
用
使
用
料
…
1
時
問
千
百
円
。
照

　
明
代
1
時
間
5
百
円
。

◆
使
用
上
の
お
願
い

▼
屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
土
足
で
は
使
用

　
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
野
球
の
投
球

　
練
習
の
際
、
マ
ウ
ン
ド
の
み
で
の
ス

　
パ
イ
ク
履
き
を
許
可
し
ま
す
。

■
問
合
せ
H
総
合
体
育
館
（
盈
5

2
1
4

3
7
7
）
へ
。
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12月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

10日
体）

午後1時10分

　～1時45分
6年6月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

11日
休）

午後1時10分

　～1時45分
8年6月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児．学級

17日
体）

午後1時10分

　～1時30分
9年8月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
9日
（火）

午前9時30分

～10時15分

7年6月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

16日
（火）

9年2月
生まれの乳児

隣㌶朝

会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
児健診は尿検査もあります〉

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
祉課に取りに来てください。

※平成6年7月生まれの幼児の保護者へ
3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。1月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、12月15
日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
で連絡してください。

12月の健康相談

会　場 期日 時　　　間

保健センター 1・8・15・22日（月） 午前9時～11時30分
新座コミュニティーセンター

9日（幻

午前9時～11時30分
大井田コミュニティーセン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北　和　会　館 午後1時30分～4時

就業改善センター

18日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
羽　根　川　荘

19日③

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平　　成　　園 午後1時30分～4時

中条地区公民館 午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館
12日㈹

午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

月日（曜） 受付時間 実施会場

11月27日休）

午前7時30分～

　　　10時30分

保健

センター

11月28日㈹

12月3日㈱

12月5日㈹

12月10日㈱

12月11日（木）

12月15日（月）

12月16日（火）

〈
歯
っ
て
ど
ん
な
も
の
？
〉

　
歯
の
表
面
は
エ
ナ
メ
ル
質
と
い
う
、
人

間
の
体
の
中
で
一
番
硬
い
組
織
で
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
エ
ナ
メ
ル
質
は
、
鉄
く

ら
い
で
は
「
歯
が
た
た
な
い
」
ほ
ど
硬
い

も
の
で
す
。
食
物
を
か
み
砕
い
た
と
き
に

欠
け
た
り
せ
ず
に
、
長
年
使
う
こ
と
が
で

き
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　
こ
の
硬
い
エ
ナ
メ
ル
質
を
内
部
の
柔
軟

な
象
牙
質
が
支
え
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま

用
心

口

モ
⑩

す
。
こ
れ
は
日
本
刀
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
構

造
で
あ
り
、
強
く
て
丈
夫
な
歯
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
自
然
の
作
り
上
げ
た
芸
術
作
品
は
、
人

工
の
も
の
で
は
な
か
な
か
代
用
で
き
ま
せ

ん
。
こ
ん
な
歯
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

申
し
込
み
を
し
て
、
ま
だ
未
受
診
の
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
申
し
込
み
を
し

て
い
な
い
人
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

霧
申
し
込
み

健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

▼
胃
が
ん
検
診

　
　
　
（
大
腸
が
ん
検
診
も
同
時
実
施
）

レ乳がん検診

　（30～59歳の女性であれば

受診できます）

月日（曜） 受付時間 実施会場

12月9日（幻

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
2
0
分

保
健
セ
ン
タ
1

12月16日（幻

12月18日休）

12月25日（木）

1月8日休）

1月13日（火）

1月22日休）

1月27日（火）

1月29日休）

2月3日（幻

2月5日（木）

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
どの人は、どうぞご相談を！

※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

12月の献血車
◆全血献血　13日（土）（終日）ライオン堂

　　　14日（日）（〃）妻有ショッピング

　　　　　　　　　　センター
＊受付時間は午前10時～正午、午後1時～3時
◆成分献血　8日（月）（終日〉十日町市役所

　　　26日㈹（／／）十日町市役所
＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

申し込んでください。所要時間は約60分です。

むし歯のないよい歯の子
　10月の3歳児健診を受けた子33人

者
幸
一
一
宏
雄
　
夫
徳
道
浩

護
　
　
　
　
　
享
紀

保
孝
健
真
雅
忠
　
由
広
正
正

　
　
ノ
　
ラ
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ラ
　

ラ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

舗
繍
贈
櫨
躍
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

か
香
い
惟
弥
遥
お
生
鞭
楓
騰
榛
き
輝
香
香

子
　
　
　
　
　
力

の
騰
春
ゆ
由
将
　
赫
明
　
こ
湖
魎
泰
日
日

歯
　
　
　
　
　
　
　
　
明
明

蝕
山
藤
本
日
調
野
山
永
澤
場

　
村
佐
橋
春
片
上
村
徳
湯
馬

甲12月の休日救急医

7日（日）

長山医院（津南町）暦66－2877

上村病院（中里村）豊63－2111
14日（日）

山口医院（袋町中）姪52－2174
21目（日）

第二藤巻医院　（川西町）奮68－2018

23日㈹　天皇誕生日

大熊内科医院（山本町1）盈52－7066
28日（日）

至誠堂医院（西浦町西）盈52－3276

中条病院（北原）盈57－3018
29目（月）

庭野医院（寿町4）姪52－2711
30日（火》

田中外科医院（田中町本通り）姪52－2403

31日㈱

大島医院（川原町）岱52－2957

75平成9年11月25日号
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　絵画のように美しい周りの景色、様々な色の花々が一斉

に咲き誇る大庭園。コモ湖畔で最も華麗な別荘（トレメッ

ツォ市）の一つです。18世紀初め、クレリチという富豪が

建てました。クレリチの頭文字がCということで、入口の

頑丈な鉄のゲートにば大きなCの文字が飾り付けられてい

ます。1856年、ドイツの君主に結婚の贈り物として贈られ

て1915年まで家主になりましたが、王女の名前が偶然にも

カルロッタ娘した。

　内部には数多くの有名な芸術作品や時代物の家具があり

ます。建物前の庭園はイタリア様式、裏はイギリス風です。

庭園の様々な植物は特別な効果を出すように、熟練した職

人によって植えられており、すべての観光案内書が咲き誇

るツツジやシャクナゲなどの開花期に訪れるように薦めて

います。まさに別荘は、周囲のすばらしい自然と人間が作

り出した数々の作品が調和した代表例だといえます。

　先日のホームページの情報では、来年の春に「竹の庭」

と名付けた3000㎡の東洋風庭園がオープンするとのことで

す。竹、椿やツツジが植えられ、また古い建物に使われて

いたカラマツで日本風の門が造られます。興味のある方は

アク・セスを。URL　http：／／㎜．unicei．it／uni／villacarlotta／

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。
〆り～　㍗、

もしも…

総合マクト

　
　
“
　
　
　
　
し
＋
低

シ
ン
〒
レ
う
の
蜘
馴
’

知
．
マ
の
ヒ
弁
ソ

州
ラ
ス
㍗
葛
う
。

　
t
　
　
途

　
モ
　
㍉
　
＆

　
　
　
　
　
　
ま
ロ

，
4

1

・f∂～

胸
語
腐
硬
雅
な

爵日

葺
芋
u
熟

θ
■
：
　
　
V
甑

　
　
弱
％
　
　
　
，
　
　
罵
、

　
　
　
　
　
　
鋒
邸
纂
声
“

塾仲’鞭，・…勿

　　17　K
　　撫　耀一．
　　　　　●

奎＿

■

な
ヲ
そ
ラ
ひ
毒
う

スクーPレNOW

元気パワー／

　じさまばさまとの集い

下条小学校

蒲．20

難麟講灘

彩
・1多

霧
汚

ず　　　　

　羅鋸
　　聾

磁、ツ
づ　　、

　’、ワ　　纈
　％亀

総．
　　｝

垂

き
　　翻’　轍敵灘胴

　　　き途　　　　　　1聯

聾辮講、華

餓

く

禦

強

　「おらはいつも一人暮らしで寂しい思い

をするども、おめえさんがたの劇を見て元

気付けられたてえ。ありがとの」

　参加された方のあいさつです。

　11月12日、下条地区の一人暮らしのお年

寄り交流会で高学年が劇を発表しました。

あわせて手作り団子、しおりをプレゼント

して大変喜ばれました。

　10月17日、5年生は「集まれ、お茶会大

羅好き、おじいちゃん・おばあちゃん」と題
蘂

，獄　　　　　猟

面灘蝦、

　　麟・
懸懸縦『』

鰻灘、無

　　　　　　蕊纏

して地域のお年寄りの方々との交流会を持

ちました。自分たちで企画・運営し、充実

感を味わうことができました。

　本年度から「思いやりのある子供」「積極

的に活動する子供」を目指し、地域のさま

ざまな年代層の方々との触れ合い活動や体

験活動を行っています。

　ほかにも、地域の方を指導者に招いて「縄

作り」「わらべ歌調べ」「貝の川探険」など

の活動を進めています。

　
『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と
い
う
力
夕
力
ナ
言

葉
を
最
近
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
、

小
さ
い
子
供
た
ち
等
が
毎
日
を
過
ご
し
や
す

い
よ
う
に
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
歩
道
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
階

段
の
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
な
ど
も
そ
の
｝
つ

で
す
。
ま
た
表
面
の
凹
凸
で
品
物
を
識
別
で

き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
用
品
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
、
こ
う
し
た
こ
と
が
ま
す
ま
す

大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
各
種
制

度
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
で
き
て

き
て
い
ま
す
。
今
回
は
2
ぺ
ー
ジ
か
ら
5
ぺ

ー
ジ
で
、
お
年
寄
り
・
心
身
障
害
者
の
皆
さ

ん
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
し

た
。
「
賢
い
消
費
者
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
紹
介
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
初
め
て
生
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

じ
っ
く
り
お
読
み
に
な
り
、
遠
慮
し
な
い
で

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
「
人
に
や

さ
し
い
町
づ
く
り
」
抽
象
的
な
言
葉
で
す
が
、

私
た
ち
は
と
て
も
大
切
な
言
葉
だ
と
常
日
ご

ろ
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㊧

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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